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履修可能学年 重複履修 全学開講

曜⽇時限

教室

代表教員

担当教員

テーマと到達⽬
標

概要

対⾯科⽬/オンラ
イン科⽬

授業計画
担当教員 (複数の教員が担当
する場合のみ記載)

授業⽅式

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回

第１０回

第１１回

第１２回

第１３回

第１４回

第１５回

第１６回

第１７回

第１８回

第１９回

第２０回

第２１回

第２２回

第２３回

第２４回

第２５回

2025年度前期、2025年度後期 4.0単位

5911 古代の⽂化と⾔語表現 週間授業

クラス指定

3年/4年 ○ ○

⽊曜4限

H206教室

津⽥ 博幸

津⽥ 博幸

 ⽇本古代の⽂学・⾔語・⽂化について、⾃分で問題を設定し、⾃分で調べて資料を集め、⽂献を読解して分析し、発表資料を作って仲
間に向けて発表し、他者の批判にきちんと向き合い、さらに熟考して最終的に論⽂を書く、ということができるようになることを⽬指
す。学⽣主体の授業、と⾔うより学⽣による「研究会」になること、各⾃がその中で主体的に⾃らの研究を展開することが⽬標である。

 個⼈発表と全体討議が中⼼の授業となる。研究領域を例⽰すれば、『古事記』などの神話や伝説、『万葉集』などの和歌、『⽇本霊異記』
などの仏教説話、『源⽒物語』などの物語、六国史などの歴史または⽇本漢⽂、等々である。ただし、⽅法を共有できるなら古代⽇本以外
の対象を扱うテーマも柔軟に受け⼊る。また、⾔語表現分析のトレーニング（辞書を引き引き⽂献を読むような作業）も授業に組み込む

対⾯科⽬

卒業論⽂執筆⼼得の確認。受講⽣の相互理解のワークショップ。 対⾯授業

先⾏研究批評『古事記』等 対⾯授業

先⾏研究批評『萬葉集』等 対⾯授業

先⾏研究批評『⽇本霊異記』等 対⾯授業

先⾏研究批評『⽵取物語』等 対⾯授業

先⾏研究批評『源⽒物語』 対⾯授業

先⾏研究批評・古代⽇本語 対⾯授業

先⾏研究批評・古代⽇本⽂化 対⾯授業

卒業論⽂中間報告・神話関連 対⾯授業

卒業論⽂中間報告・和歌関連 対⾯授業

卒業論⽂中間報告・仏教説話関連 対⾯授業

卒業論⽂中間報告・物語関連 対⾯授業

卒業論⽂中間報告・古代⽇本語関連 対⾯授業

卒業論⽂中間報告・古代⽇本⽂化関連 対⾯授業

前期ゼミでもたらされた知⾒等の整理と批評 対⾯授業

３年⽣各⾃の個⼈研究テーマについて合評 対⾯授業

３年⽣の個⼈テーマ発表・神話関連 対⾯授業

３年⽣の個⼈テーマ発表・和歌関連 対⾯授業

３年⽣の個⼈テーマ発表・仏教説話関連 対⾯授業

３年⽣の個⼈テーマ発表・物語関連 対⾯授業

３年⽣の個⼈テーマ発表・古代⽇本語関連 対⾯授業

３年⽣の個⼈テーマ発表・古代⽇本⽂化関連 対⾯授業

３年⽣各⾃の卒業論⽂構想への合評 対⾯授業

卒業論⽂最終報告・神話関連 対⾯授業

卒業論⽂最終報告・和歌関連 対⾯授業



第２６回

第２７回

第２８回

第２９回

第３０回

成績評価の基準

履修にあたって
の留意事項

オンライン授業
⽅式(同時双⽅向
型・オンデマン
ド型)の詳細

【種別】⼈数制
限（抽選）授業
の優先条件

◆教科書・教材

教科書以外に必
要な教材費⽤

教科書 教科書(ISBN)

参考⽂献 参考⽂献(ISBN)

卒業論⽂最終報告・仏教説話関連 対⾯授業

卒業論⽂最終報告・物語関連 対⾯授業

卒業論⽂最終報告・古代⽇本語関連 対⾯授業

卒業論⽂最終報告・古代⽇本⽂化関連 対⾯授業

後期ゼミでもたらされた知⾒等の整理と批評 対⾯授業

(1)⼝頭発表のための調査、⽴論、発表資料作成が⼗全であったか、明快で説得⼒のある発表ができたか。
(2)⾃⾝の発表への批評に対して適格に応対し、研究の進展に⽣かせたか。
(3)他者の発表を適格に理解し、批評できたか。(4)３年⽣には発表を⽂章化してレポートとすることも求める。

・オンライン授業の併⽤は原則として⾏わないが、受講者に病気等のやむをえない事情がある場合はZoom中継の視聴および講義後の
Zoom録画の視聴を認める。希望者は講義開始の30分前までにポータルの「授業Q&A」で申し出ること。

なし。

プリントを配布。

毎回の発表テーマ等に合わせて適宜指⽰する。


